


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































改 められ、研 究 所 名 の 英 語 表 記も








































































































































































































ている（破線で囲んだ部分）。 右： 75周年前後から激動の新棟建築を経た1998年頃の金研。③新1号館 ④新2号館 ⑤新3号館 ⑥接
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表 紙 に つ い て
本多邸の桜　
共融会のお花見のはじまり
　米ヶ袋の閑静な住宅街の一角に本多先生が仙台での生活を送った
住まい「本多邸」があります。 “本多会館”の名称で東北大学の職員集会
所や宿泊施設としても親しまれているこの屋敷は、背後に広瀬川の清流
を見下ろす広い敷地をもっています。先日、共融会のお花見がこの本多
邸の庭から始まったという記事を古い研友誌に見つけ、桜が満開となっ
た4月上旬に本多邸へと足を運んでみました。
　研友第35号（1977年）の浅川勇吉氏の寄稿によれば、「…たしか共
融会の誕生は、大正12年春4月の末かと思える。…それで第一回の会
が本多先生宅のお庭で開かれた。桜の花の下で先生が手拭を首に巻い
て…」とのこと。玄関脇を通って母屋の裏の庭へぬけると、様々な種類
の木々が生い茂っている庭のちょうど中央に、浅川氏の文章どおりに空
に向かって真っすぐに伸びる大きな桜の木を見つけました（写真1）。あまりの
大きさに目を見張りながら歩を進めて木を見上げると、そこには透き通る青
空を背景に見事な桜の花が枝いっぱいに咲いていました。そしてその木の先
にもう一本、それは母屋に寄り添うようにたたずみ、こちらもまばゆい光をう
けながら薄紅色の花を咲かせていました（写真2）。
　大正12年－鉄鋼研究所を金属材料研究所へと改称した翌年－に共融会
の初めてのお花見会は確かにこの桜の下で行われていました。春のうららか
な日差しに揺れる花を眺めていると、本多先生が弟子たちと語らい桜を愛で
る姿が目に浮かぶようでした。
計算機実験による凝固過程の解明
　凝固や融解など液体-固体相変態のメカニズムの解明は、材料物性を制御するために重要です。そして、粒子の
微視的な挙動を詳細に解析することができる計算機実験は、相変態過程の研究に非常に有効です。近年のスー
パーコンピュータと計算物質科学の進展により、大規模・長時間の計算による長時間の非平衡過程や液体と固体
の界面等の研究も進みつつあります。図1は、ブラウン動力学法で計算した移流によってコロイド粒子が凝集し凝固
する過程のスナップショットです。均一な大きさのコロイド粒子98％に、大きさの異なるコロイド粒子（不純物）2％
が添加されています。凝固過程における不純物粒子のダイナミクスや、液体や固体のバルク領域や界面での不純物
粒子近傍の空間構造等を解析することにより、粒子サイズの違いが凝固過程にどのように影響を与えるのかがわか
ります。材料形成過程の一つである凝固過程を解明することで、将来的には高機能材料開発を目指した応用等が
期待されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　（寺田　弥生）
Research Index
図1： コロイド一層膜の凝固過程でのスナップショッ
ト。粒子の色の違いは、最近接粒子数を示す。大き
な赤粒子が不純物コロイド。
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